
峰
浜
小
学
校
「
学
習
発
表
会
」

１
０
月
１
３
日
（
日
）
、
台
風
１

９
号
で
開
催
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

予
定
通
り
開
催
で
き
ま
し
た
。

峰
小
ク
ラ
ブ
の
太
鼓
演
奏
で
幕
を

開
け
、
１
年
生
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
、

各
学
年
ご
と
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
学

習
発
表
、
児
童
有
志
に
よ
る
石
川
郷

土
芸
能
の
発
表
、
全
校
合
唱
な
ど
が

披
露
さ
れ
、
ま
さ
に
テ
ー
マ
『
峰
っ

子
、
パ
ワ
ー
と
は
じ
け
る
笑
顔
届
け

よ
う
』
に
ふ
さ
わ
し
い
元
気
あ
る
学

習
発
表
会
で
し
た
。

石
川
郷
土
芸
能
で
は
、
駒
お
ど
り

や
奴
踊
り
の
衣
装
を
身
に
着
け
て
踊

る
児
童
た
ち
は
か
わ
い
く
て
、
り
り

し
く
て
、
と
て
も
素
敵
で
会
場
も
盛

り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
や
は
り
、
郷
土
芸
能
の
あ
る
学

校
っ
て
良
い
で
す
よ
ね
。

こ
と
ぶ
き
大
学
１
日
体
験
入
学
（
峰
浜
小
学
校
）

１
０
月
９
日
（
水
）
、
峰
浜
小
学

校
の
学
習
発
表
会
リ
ハ
ー
サ
ル
に
合

わ
せ
て
、
こ
と
ぶ
き
大
学
の
１
日
体

験
入
学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
大

学
生
は
約
１
４
０
名
。
児
童
数
は
１

０
４
人
な
の
で
、
こ
と
ぶ
き
大
学
の

方
が
が
は
る
か
に
多
か
っ
た
で
す
ね
。

各
学
年
の
発
表
ご
と
に
大
き
な
拍

手
を
送
っ
て
、
楽
し
い
行
事
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。
帰
り
に
は
、
３
年
生
が
収
穫
し
た
ヒ

マ
ワ
リ
の
種
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
て
、
さ
ら

に
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
し
た
。

サ
ツ
マ
イ
モ
堀
り
（
八
森
小
学
校
・
峰
浜
小
学
校
）

１
０
月
３
日
（
木
）
は
、
峰
浜
小
学
校
、
八
森
小
学
校

と
も
サ
ツ
マ
イ
モ
堀
り
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。
。

八
森
小
学
校
は
、
Ｊ
Ａ
女
性
部

の
７
名
の
指
導
・
協
力
の
も
と
で
、

全
校
児
童
約
１
０
０
人
で
の
サ
ツ

マ
イ
モ
掘
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

と
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
１
年

生
の
食
育
教
室
に
使
わ
れ
る
ほ
か
、

児
童
が
家
に
持
ち
帰
っ
て
家
族
と

収
穫
の
秋
の
喜
び
を
分
か
ち
あ
う

そ
う
で
す
。

峰
浜
小
学
校
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

１
３
名
の
指
導
・
協
力
の
も
と
、

１
年
生
と
２
年
生
が
収
穫
作
業
に

あ
た
り
ま
し
た
。

サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
１
０
月
末
に

指
導
し
て
く
れ
た
老
人
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
を
招
い
て
の
ク
ッ
キ
ン
グ

教
室
に
使
用
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

シ
ー
サ
イ
ド
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

１
０
月
１
４
日
（
月
）
、
晴
天
に
恵

ま
れ
た
こ
の
日
の
大
会
に
１
９
１
名
が

エ
ン
ト
リ
ー
。
き
れ
い
な
日
本
海
や
雄

島
を
眺
め
な
が
ら
走
る
さ
わ
や
か
な
記

録
会
に
な
り
ま
し
た
。

走
る
の
が
得
意
な
人
も
、
苦
手
な
人

も
、
自
分
な
り
に
こ
の
大
会
を
楽
し
ん

で
ほ
し
い
な
と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。
。
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八
峰
コ
ミ
ス
ク
通
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Ｄ
の
あ
っ
ち
こ
っ
ち
見
聞
録

※
観
て
い
な
い
行
事
も
あ
り
ま
す
。
ご
め
ん
な
さ
い

コミュニティ・スクール委員の研修会（八峰中学校授業参観）

１０月１６日（水）、当コミュニティ・スクールの第３回委員研修会

「八峰中学校の授業参観」が開催され、８名が参加しました。

委員は明るくきれいな校舎や、電子黒板などのＩＣＴ機器が整った教

室に感心しながらも、３年生の社会、数学、２年生の音楽、国語、１年

生の英語、理科などの授業を観て回りました。このうち英語の授業では、委員から

「楽しそうだ」「役に立ちそう」とか、「生徒はもう少し大きな声で話しても良い

のでは」などの感想が聞かれました。また、理科の授業では、うまくマッチを使え

ない生徒に時代の流れを感じた委

員もいたようです。

今年も、某委員いわく「おらだ
じの時もこうだばなー、もっと…」。
うーん、それは何ともコメントで
きませんね。

八峰町コミュニティ・スクールは『将来の八峰町を支える人材の育成』と『持続可能な地域づくりの推進』を目指します


